
[ここに入力] 

北海道の森の妖精「エゾリス」は人家にもやって来ます。雑食なので何でも食べます。クルミなどの果実、樹液、昆虫やキノコも食
べます。エゾリスの埋めた種子から芽が出てやがて新たな樹木になり広大な森林を作っていきます。 

紅葉台新聞が『高尾フモト同盟』に掲載されています。高尾にあるお店や様々な情報が満載です。検索して見てください 

また、皆さまからの記事をお待ちしております。自分の好きなこと、趣味、最近の話題など書いてみませんか。 

 

粕谷和夫の観察日記  フキノトウ 

雑木林での自然観察会の参加者の一人
が自宅の畑で採れたというフキの新芽
を持ってきてくれました。このうちの一
芽をその場で食べてみると、ほのかな香
りと独特な苦みが口の中で拡散し、口の

中に早春の世界が広がりました。 

メジロ 

メジロは春の花が咲きだすと、大好物の
蜜を吸うのに忙しそうです。この写真は、
横浜線八王子みなみ野駅近くの神社の前
の早咲きの桜の花の中です。隣にジョウ
ビタキも来ましたが、こちらは花には見

向きもしませんでした。 

チョット素敵な暮らし   アイ織さん（ペンネーム） 
 「人はどこでも暮らしていける」「人との
つながりから新たな発見があり人生が豊か
になる」と開口一番。「人生のリバイバル」
そのまま楽しんでいる方に出合いました。ど

んな暮らしをしているかはこ
こに書き切れないくらい素敵
なのですよ！ 

縁あって紅葉台の住人になりました。寒い
冬は紅葉台で過ごし、暑い夏は北海道で暮
らしています。もちろん留守の時はほかの

方がいますので安心です。 

 北海道の生活についてお聞きしました。「娘さんが牛
に嫁いでいるので」要するに縁があって酪農の仕事をし
ています。いつかは、子供の近くで暮らしたいと、帯広
に別荘地用の家を購入しました。写真で見るように広い
土地、澄みきった空気、どこまでも広がる天地。周りは
自然豊かで雑木林に囲まれています。日ごろやっている

ことは、「畑の草取りです」と話していま
した。午前中に畑仕事をして昼には家に帰
り好きな趣味に没頭します。もともと染色
に興味があって、機織り機を購入し、織物
をしています。写真のコートも羊毛を布に
織り上げて作ったオリジナルな作品です。

世界に一つしかないデザインです。とても温かくて着心
地がいいと話していました。 

 中札内美術村（なかさつないびじゅつむら）のすぐ近
くにお住まい。柏の林に囲まれた敷地内には、美術館や
レストラン、庭園などが点在していま
す。「六花の森」と共に地域に根差し
た施設は「日本建築学会賞」を受賞し
ています。有名な「六花亭」は、「最
上の原料を使うこと」「地域に根ざし

たストーリーや季節感を現していること」で「六花亭ら
しさ」を商品のコンセプトにしています。また、六花亭
の先代が芸術家を保護し、その生活を支援したことから
美術村ができたそうです。そういえば、六花亭の包装紙
は有名ですが、よく見ると北海道の代表的な植物が描か
れています。それで素敵な包装紙が出来た
のかと合点しました。 

 自然豊かな北海道はこちらにはないくら
いワイルドな世界です。広い大地に沈む夕
日は心揺さぶるほど美しく。エゾリス、シ
マリス、鹿、キツネ、イタチは当たり前。
ベランダにどんぐりをまいておくとエゾリ
スが食べに来ます。シジュウカラも玄関先の巣箱で子育
てをします。箱を開けて中を見ると雛がたくさんいて、
毎年巣立ちをするのを楽しみにしています。 

話を聞いていると、まるで小説の「赤毛のアン」の世界
を思い出します。今は、紅葉台にいますが、こちらの生
活も友人が出来、そこから一緒に畑仕事をしたり、フォー
クダンスのサークルに誘われたりと、友達と出会って毎
日がとても楽しいと話していました。人との出会いに恵

まれて「縁があってそれを大事にしていく
と楽しいことにたくさん出会う」それが私
の「ちょっと楽しい暮らし」になっている
とのこと。なるほど。それは誰にでも当て
はまる生き方だなとお話を聴いていて思い
ました。（文責 関谷） 

花だより梅から桜へ 

 今年の桜だよりは、早いです。3 月１４日が観測史上
最速の開花宣言になりました。そこで、近くの桜の名所
を案内します。 

一番有名なのが「高楽寺の枝垂れ桜」です。樹齢２００
年。大きく枝が垂れ下がり遠くから見てもとても豪華に
見えます。雑誌にも紹介されるので、遠くから見に来る
人もいます。【写真】 

次は大光寺。京王線高尾駅ホームからよく見えます。こ
こは江戸彼岸桜２００年。枝垂れ桜４００年。遠くから
見ても立派な桜の枝ぶりです。カエルの置物がたくさん
あってユーモラスです。夜はライトアップされます。 

 紅葉台の各公園には桜の木があります。特に南公園、
中公園、初音台公園は見事です。遠くに行かなくても散
策しながら身近に花見を楽しめます。 

陵南公園から浅川沿いの桜並木は圧巻です。桜はあっと
いう間に散ってしまうので早めに見
学を。桜吹雪も趣がありますね。もち
ろん高尾駅前も桜のアーチが美しい
です。皆さんにとっての桜の名所をご
存知でしたら、是非教えてください！ 

第７０号 
 

２０２３年 

３月２５日 

発行人：関谷 孝 
紅葉台     新聞     


